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【6.6.5.7】ドイツにおける意匠を対象にした動向調査                                       

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                                

ドイツにおける意匠は、①ドイツに直接出願された意匠、②欧州連合加盟国28ヶ国に権利が及ぶ登録 

共同体意匠および③欧州連合やドイツを指定した国際意匠の３つがある。 

 

 

ドイツ国内の意匠についてはドイツ特許商標庁（以下、DPMA）が提供する意匠データベース

DPMAregister を使って調査することができる。ドイツに効力を有する登録共同体意匠および国際意匠

出願にも注意を払う必要がある。登録共同体意匠および国際意匠出願を収録しているデータベースは

欧州連合知的財産庁(以下、EUIPO)が提供する DesignView である。 

今回は、公的なデータベースの中で唯一、ドイツ国内の登録意匠公報（上記の①のドイツへ直接出願

された意匠）の収録がある DPMAregister を利用した事例を紹介する。ただし、DPMAregister には

統計機能がないため、手作業での統計、グラフ作成をおこなう必要があることに留意する。なお、本手引

書では上記②EUIPO 経由の出願、③世界知的所有権機関(以下、WIPO)経由の出願は含まれて

いない。 

 

登録共同体意匠（EM）
欧州連合（EU）全域で保護される

ドイツ
フランス
イタリア
・
・

※2016年7月現在28ヶ国

スイス
（EU非加盟）

ドイツ

フランス

・
・

出願人

国際意匠
保護を求める国・政府間機関を指定する

アフリカ知的所有権機関（OAPI）
欧州連合（EU）

ドイツ
アメリカ
日本
・
・

※2016年7月現在50の国および政府間機関

出願先：WIPO

出願先：EUIPO

出願先：各国特許庁

ポルシェ社の過去５年の出願動向を把握したい。 
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2）検索事例                                                                       

DPMAregisterの意匠の検索画面は下記 URL から接続することができる。 

https://register.dpma.de/DPMAregister/gsm/einsteiger?lang=en 

  

 

◆調査目的および対象企業の設定 

調査対象例として下記の調査目的および対象企業を設定した。 

 

 

 

 

 

◆準備編 

調査対象企業の名義を確認する必要がある。本例の調査対象企業ポルシェ社はホームページなどの情

報から Porsche AG であることが特定できる。 

 

 

 

 

番号、名義、ロカルノ分類、調査期間など

様々な検索項目の組み合わせ検索が可能な

ので、基本的にはこちらを使う 

調査目的：ドイツにおいて、ある企業の出願動向を確認する 

＜競合他者および調査対象国＞ 

競合他者：ポルシェ社 

調査対象国および地域：ドイツ 

https://register.dpma.de/DPMAregister/gsm/einsteiger?lang=en
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◆実践編 

ドイツ意匠に対する検索を行うために、DPMAregister にアクセスし、「Expert」をクリックする。すると、

以下のような検索画面が表示される。 
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＜検索項目の解説＞ 

１ 検索式を入力することができる。 

２ 検索式に用いる出願日、ロカルノ分類などのコマンドを選択することができる。 

３ 検索式に用いる権利者などのコマンドを選択することができる。 

４ 検索式に用いる権利状況のコマンドを選択することができる。 

５ 検索式に用いる論理演算子などのコマンドを選択することができる。 

６ 結果リストに記載する書誌事項を選択することができる 

７ 検索を実行することができる 

 

＜コマンド一覧（抜粋）＞ 

コマンド 意味 

AT 出願日 

VT 公報発行日 

WKL ロカルノ分類 

INH 権利者 

ERZ 物品名 

BA=aktiv  生存限定 

DNR 意匠番号 

AKZ 出願番号 

RN 登録日 

AND 論理積 

OR 論理和 

= 等号 

>= 以後 

<= 以前 

 

検索項目②～⑤のコマンドを適宜選択すると、検索項目１(Entry field:)の欄に検索式を入力するこ

とができる。一方、あらかじめ使用するコマンドを知っておけば、手入力で検索式を作成することもできる。

今回はドイツに直接出願されたポルシェ社の過去５年の出願動向を把握するため、以下の手順に従って、

検索式を手入力で作成する方法を紹介する。 
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調査事例 ＜企業動向調査＞ 

１）①の「Entry fields:」の欄に、検索式を入力する。以下、検索式の作成方法とその留意点につい

て説明する。 

 

 

 

 

 

 

ポルシェ社の動向調査の場合、権利者をポルシェ社に特定する必要がある。そのため、権利者を特定す

るコマンド「INH」を使って、「Entry fields:」に【INH=PORSCHE】を入力する。 

次に、ポルシェ社が過去５年（2011 年~2015 年に設定）に出願した意匠に限定するために、出願

日を特定するコマンド「AT」を使って、【AT>=20110101】 (出願日が 2011 年 1 月１日以後)と

【AT<=20151231】(出願日が 2015年 12月 31日以前)とを【AND】でつなぐ。 

最後に、【INH=PORSCHE】と【AT>=20110101 AND AT<=20151231】とを【AND】でつなぐ。

これにより、ポルシェ社が過去 5年に出願した意匠を検索する検索式を作成することができる。 

なお欧州系の名義の場合、アクセントやウムラウトなどのダイアクリティカルマーク（例えばKärcherのä）

が付くことがあるので注意を要する。DPMAregister の場合、ダイアクリティカルマークは無くても検索でき

るため、Kärcher でも Karcher でも同じ結果が得られるが kaercher は別名義扱いとなる。したがって

ドイツのケルヒャー社を調べるには Kärcher（または Karcher）と kaercher を指定する必要がある。 

 

検索式の表記は、大文字・小文字のいずれであっても検索することができる。また、【AND】などの論理演

算子を使用する場合は、論理演算子の前後に半角スペースを 1 つ空けて入力する点にも注意を払う必

要がある。 

 

必要に応じ、「WKL(ロカルノ分類)」でさらに限定したり、「ERZ(物品名)」で KWによるさらなる絞り込み

をしたりすることも可能である。なお、準備編で述べたように、企業名あるいは出願人名については、事前

＜検索方針＞ 

権利者：ポルシェ社 

調査期間： 2011年 1月 1日～2015年 12月 31日（出願日ベース） 

検索式： INH=PORSCHE AND AT>=20110101 AND AT<=20151231 
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に確認しておくことが必要である。 

 

検索式の入力が完了したら、検索画面の下部にある⑦の「Start search」をクリックし検索する。 

検索を実行すると代表図および書誌情報が一覧形式で表示される。「Download result list」の右隣

りにある CSV又は XLS を押すことで表形式のテキストデータとしてエクスポートされる。エクスポートした書

誌情報、特にロカルノ分類を基に表計算ソフトを使って分析することが可能である。 

 

 

 

各意匠の意匠番号または出願番号、代表図にはリンクが設定されており、これをクリックすると各意匠の

図面情報、書誌情報、法的状況、年金支払い状況などの詳細な情報を閲覧することができる。 

 

エクスポートした書誌情報、特にロカルノ分類を基に表計算ソフトを使って、以下のような図を作成するこ

とができる。 

 

７
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最も多いのは車両の部品に用いられる意匠(12.16)であり、次いで車両の意匠(12.08)であることがわ

かる。例えば以下のようなものである。 

 

 

 

 

 

 

226, 40% 

207, 36% 

50, 9% 

38, 

7% 

10, 2% 
34, 6% 

12.16 

12.08 

未付与 

26.06 

6.01 

その他 

12.16 車両用の部品、機器及び附属品で、他の類別や小類別に含まれないもの 

12.08 乗用自動車、バス及び貨物自動車  

26.06 車両用の発光機器 

06.01 腰掛け 
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ここではロカルノ分類を評価軸に分析した例を紹介したが、権利状況、日付、権利者、デザイナーについ

ても情報を得ることができる。 

以上、企業動向調査としての事例を紹介してきたが、企業名で検索する代わりにロカルノ分類などで物

品の属する分野を指定し、その分野に出願している企業の状況を分析することもできる。例えば自動車

をテーマとする場合、以下の検索をすることで次のような結果を得られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドイツに在籍する出願人が全体件数の約 8 割を占めている。出願人トップの VOLKSWAGEN が全体

件数の６割以上を占めており、意匠出願に力を入れていることがわかる。 

 

 

 

 

450, 63% 75, 10% 

66, 9% 

20, 3% 110, 15% 

VOLKSWAGEN 

AKTIENGESELLSCHAFT, 

38440 Wolfsburg, DE 
Bastian Wurm, 45239 

Essen, DE 

Dr. Ing. h.c. F. Porsche 

Aktiengesellschaft, 70435 

Stuttgart, DE 
Ford Global Technologies, 

LLC, Dearborn Mich., US 

その他 

＜検索条件＞ 

調査期間        2011年 1月 1日～2015年 12月 31日(出願日ベース) 

物品の指定の KW Kraftfahrzeuge（ドイツ語で自動車という意味） 

ロカルノ分類 12.08 乗用自動車、バス及び貨物自動車 

検索式        AT>=20110101 AND AT<=20151231 AND WKL=12-08  

AND ERZ=Kraftfahrzeuge 
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◆まとめ 

DPMA が提供する DPMAregister を利用すれば、名義検索や分類検索、調査期間の限定が可能

で、代表図と共に一覧形式で閲覧でき、さらにこれらのデータをエクスポートさせ表計算ソフトなどで加工

することで動向分析を行うことが可能である。 

 

 

 

 

 

ドイツ国内の意匠の調査を行う場合、DPMAregister を用いて検索することが

できる。ドイツに効力を有する登録共同体意匠および国際意匠出願の意匠を調

査する場合は、DesignViewを用いて検索することができる。 

名義やロカルノ分類、調査期間などで条件を設定し、その検索結果のデータを活

用することで動向分析を行うことができる。 

Point 


